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「子どもの権利相談室」が、もんぜんぷら座 ６階に開設されました 

子どもの権利を守る第三者機関として活動する「子どもオンブズパーソン」が、子どもの気持ち

に寄り添い、どうしたらいいかを一緒に考えてくれる相談室です。 

どんなことでも話を聞きます  秘密は誰にも言いません  お金はかかりません 

名前は言わなくてもいいです 

うまく話せなくても大丈夫。夏休みが終わって、「なんだか元気が出ない」「お休みしたい」

「もやもやする」そんな気持ちになった時には、ぜひ利用してみてください。 

✔ 相談できる時間：午前 10 時〜午後 6 時  

✔ 電話：【こども専用フリーダイヤル】 0120−023−556  【おとな用ダイヤル】 026−219−6820 

✔ メール：kodomo-kenri@city.nagano.lg.jp 

✔ 手紙：〒380-0835 長野市新田町 1485-1 子どもの権利相談室あて 

詳しくは市のホームページ

https://www.city.nagano.nagano.jp/n115500/contents/p106165.html でご覧ください 

 

長野市議会令和８年６月定例会では、山﨑ひろこ代理人が、 

「市民の生涯スポーツ環境の充実と社会体育館のあり方」について質問しました 

今年４月、市民団体「体育館を活用したまちづくりプロジェクト」から市長あてに要望書が提出されました。要

望書は「私たちはこれまで身近で気軽に利用できる体育館施設を通じて、本当にたくさんの仲間と生涯スポー

ツに関わってきました。多くの人にとって、体育館は単なるスポーツ施設ではありません。未知の体験学習や出

会いの場であり、切磋琢磨して互いの成長を助け合う場であり、人生の楽しさを共有する場です。私たちは、そ

こで生まれたコミュニティが、職場や家庭に続く第３の居場所（サードプレイス）として、一人一人にとってどれ

だけ大切でかけがえのないものかを知っています。この素晴らしい場を、いま現在現場で頑張っている、長野

市の生涯スポーツの担い手となる多くの若者たちと、これから関わる未来の担い手たちに、この先もずっと残

したい。」として、市が検討中の社会体育館の使用料について、現利用者が活動を継続でき、多くの市民が利用

したいと思える金額とすること等を求めています。 
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Ｑ 社会体育館の多くが指定避難所に指定されている。エアコンの整備費やトイレ洋式化の費用を体育館使用料の算

定コストに含めて、その５０パーセントを体育館使用者負担とするとしているが、適切とお考えか。 

Ａ(スポーツ部長) 使用者にとって快適で安全・安心なスポーツ環境を整え、現代の生活スタイルに合った機能向上を

図るためには、使用者にも相応の負担をいただきながら整備を進める。 

 

Ｑ 中学校部活動の地域展開により、社会体育館の使用が増えていくことが予想される。部活動の参加費に体育館

使用料が上乗せされ負担が重くなることを不安に思っている保護者も多い。また現在の利用者の中には、複数

のクラブに参加してボランティアで指導を行ってくださっている方々もいるが、使用料の負担が重ければ継続が

難しくなる。使用料を決定する前に説明会を開いて、生涯スポーツを支えてくださっている方々から意見をお聞

きするべきでは？ 

Ａ(スポーツ部長) 様々な媒体や機会を活用して市民の皆様への説明、周知に努めながら意見を集約し、有料化の議

論を深めてまいりたい。 

 

Ｑ 要望書が提出された際に市長から「結果としてスポーツ振興・増進が低下することは避けたい」とコメントがあ

った。しかし、市長が長野市の生涯スポーツの価値をどれくらい認識されているのか、市民は不安を感じてい

る。オリンピック施設の大規模改修や新たなスポーツ拠点施設の整備が進み、プロスポーツのための予算が増大

する一方で、市民が大切に育んできた生涯スポーツについて市長はどのようにお考えなのか、市民は不安な思

いを募らせている。お考えは？ 

Ａ(荻原市長) 生涯スポーツの振興は、健康で活力あるまちづくりの基盤であると考えている。市民の皆様に、するス

ポーツ、見るスポーツ、支えるスポーツ、それぞれの形でスポーツに親しんでいただきたい。誰もが気軽にスポー

ツに参加できる環境を整えることは行政の役割。長野市が子どもから高齢者まで誰もが生涯にわたりスポーツ

を楽しみ、健康でいきいきと暮らせるスポーツを軸としたまちづくりに引き続き取り組んでいく。 

 

   質問を終えて 

「市民が大切に育ててきた生涯スポーツを、ブルドーザーで壊されていくような痛みを感

じる。」―これは長年、若者が楽しめるようボランティアでクラブを運営されてきた方の言葉です。 

利用者の多くが、生涯スポーツの環境を充実させるために一定の使用料を負担することには賛同しています。しかし、

市が示した使用料算定の根拠となる基準コストの中に、施設のランニングコストだけでなく、エアコンの整備費やトイレ

の洋式化の費用が含まれていること、しかも、そのエアコン整備費が実際に設置されるものとは異なる高額な空調設備

の整備費を基に算出されていること、その結果、とても今まで通りには活動できない高い使用料案が示されたことを

受けて、「このままでは活動を減らさざるを得ない、諦めざるを得ない個人・団体が出てきてしまう」と強い危機感を感

じ、声を上げているのです。 

市民が長年かけて社会体育館で培ってきた豊かなコミュニティは、一度壊してしまえば元に戻すことはできません。

市には、算出根拠についての誠意ある説明と、市民の生涯スポーツ環境を壊すことのないよう慎重な判断が求められ

ています。 
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